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[
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新

マ
ル
ス
主
義

に
關
す

る

英

語
通
俗
書

解
題
.

山

本

宣

治

.

大
戦

に
よ

っ
て
大

打
撃

を
受
け
た
欧
米
諸
国
民
衆
各

個

入
は
物
資

の
缺
乏

ご
其

他
の
縄
濟

的
不

安

に
基

づ
く

雑

録

新
　、
ル
サ
ス
主
義
に
鯛
す
ろ
英
語
通
俗
書
解
題

基

活
難
に
脅
か
さ
れ
て
、
も
は
や
從
來
の
如

き
無
制
限

」
産
児
を
織
綾
す
る
事
は
不
可
能

ε
な

っ
た
。
肚
會
全
鶴

嬉
し
て
は
健
全
且

っ
優
良
な
青
年
を
大
砲
の
餌
食

に
惜

氣
無
く
献
じ
終

っ
た
揚
句

.
其
反
面
に
於
て
肚
會
的
劣

.
者
の
繁
殖
力
旺
盛

な
る
に
困
り
果
て
.
爲
敬
者
む
何
ε

か
方
法
を
講
じ
た
い
ご
考

へ
さ
せ
ら
れ
て
儲
る
。
此
際

こ
優
生
學
的
に
新
し
い
色
彩
の
加
は
っ
た
新

マ
ル
サ

ス
主

.

義
の
勃
興
普
及
す

る
の
は
當
然
の
現
象
で
あ
る
が
之
に

大
戦
が
破
壊
し
去

っ
た
醤
來
因
襲
道
徳
の
塵
肺
の
巾
か

…
ら
人
性
力
説
の
新

し
い
.性
倫
理
の
う
ま
れ
出
で
ん
ε
す

る

一
の
徴
候
を
認
め
る
事
が
出
来
る
。
斯
様
な
状
況
の

中
に
新

マ
ル
サ
・ス
主
義
是
非
の
著
述

が
積
出
す
る
が
、

、
其
内
特
に
專
門
的
な
も
の
の
外
に
民
衆

一
般
の
智
識
慾

を
充
す
爲

に
多
く
の
通
俗
書
が
現
は
れ
、
特
に
英
語
で

.
記
さ
れ
た
物
は
盛

に
我
国
に
も
輸
入
さ
れ
τ
讀
ま
れ
て

居
る
。
所

が
註
八苦
の
學
問
的
償
値
一が
讃
者
　に
充
分
に
會

…
得
さ
れ
な
い
事
も
あ
る
故
、
業
外

つ
ま
ら

調
書
が
珍
し

さ
　
に
暇

つ
.ぶ
し
に
醗
謬
さ
れ
π
り
、
叉
は
償
値
多

い
.

瓦
書
が

通
俗
的
L
の
名
の
下
に
専
門
家
か
ら
ゆ
は
れ
な

い
軽
蔑
冶
}遇
を
受
け
て
居

る
や
う
だ
。
茸
ハ故
A「
此
所
一に

第
十
七
巻

(第
】號

=
二
五
)

=
二
五

吐



柵雑

録

新
マ
ル
サ
ス
土
嚢
に
關
す
る
英
語
通
俗
書
解
題

予

が
最
近

に
目
を
通

し
た
本

の
中

で
特

に
日
本

の
諮
者

に
得

易

い
且
又
親

し
み
易

い
英
米

の
も

の
を
列
暑

し
、

一

簡
…単
な
内
容
紹
介

ご
批

判
〃ε
を
試

み
る
。
詫
ハは
當
然
誼

ま
る

べ
き
も
の
を
推
奨

し
、
又

一
面

「
横
文
字

で
書

か

れ
た
愚
書

」

の
世
迷
言
口
の
爲

に
金

-し
時

ε
を
浪
費

せ
露

様

に
ε
、
礪
力
節
約

を

目
的

ど

し
て

居

お

次
第

で

あ

る
。

H
.
話

葭

σq
舞

Φ
け

欝

昌
oq
角

の
著

書

燭

(ヨ

㊤
)
昌

訂

6
…
き

豪

・片竃

8
茎

・
二
五

亘

避
妊
法
智
識

の
普
及

を
妨
げ

る
爲

に
存

し

て
居

る
既

存

法

の
僚
友
り
.∩
。
已
鴇
。
多

望

一・、.の

一
廓

)
に
關

し
て
立
.

浅
膚旨
の
考
慮

を
求

め
る
爲

に
認

め
ら

れ
花
{陳
椿
…書

で
、

{弟

山
車

、
序

論
、
第

二
章

、
諸
國

に
於

け
る
産

児
調

節

の

由
來

ご
貴
行

の
現

状
、
第

三
章

、
人

口

`
産

児
調

節
、

第
四

章
、
乳
児

死
亡
率
、第

五
章

、
妊
娠

に
よ

る
母

の

死

亡
率
ε
病
症

、
第
六
章

、
.家
族

膨
脹

を
避
一

る

に
用

ひ

ら

る

、
有
害
な
出力
注

、第

七
章
、
嚢
笑
白
痴
及

び
生

殖

器

病
、
第
八
章

、
其
他

の
傳

染
病

・し
窮
民

、第

九
章
、
結

論

・し
大
家

の
意

見

の
各
項

に
分
け
、
何
所

で
も
有

り
勝

な

法
律

家

の
生
物
學
葡
常

識

の
缺

乏

に
黝

し
、
親

切

に
噛

第
+
七
巻

(第
一
號

　三
さ

一
三
六

ん
で
含

め

る
や
う

に
、
事
貰

ε
統
計
表

`
大
家

の
意
見

ご
を
揚

げ

て
、

一
目
瞭

然

起
る
や
う

に
簡
潔

に
し

か
も

内
容

豊
富

な
纏

め
方
が

し
て
め
る
。
表

現

の
仕
方

は
ボ
.

ピ
ユ
ラ
ー
で
あ
る
が
、
内
容

は
決

し

て

「
通
俗
的
」

で

な

い
。
但

し
欲

黙
を
張

ひ
て
探

せ
ば
、

一
九

一
七

年
迄

の
事
典

で
其
後

の
大
攣
化

が
之
丈

で
は
知

る
事
が
出
来

な

い
事

で
め
ら
う

。

②

(巳
ゆ
規
二

毛

o
日
窩

卿
多
o
Z
o毛
力
p。
①
・

之

は
既

に
郵

鐸

が
出

て
居

る
警
、
婦
人
自

身
が
妊
娠

調
節

の
事
を
鋭
く
反
省
す

る
爲

に
書

か
れ
だ
も

の
で
、

事
實

を
知
ら

ん
ざ
す

る
學
者

に
譲

ま
す

の
で
な

い
事
を

諒

ε
せ
ね

ば
な
ら

漁
。

一
般

に
女

の
書

い
々
物

は

こ
ま

や
な
繊

細
な
情

に
み
ち

あ
ふ
れ

て
居

て
讃

者

の
惰

に
訴

へ
る
所

が
多

い
が
、

之
が
其

長
所

で
あ
り
且

又
歓

黙
で

覇
賃
儒
鵠
総
額
鋸
醐雛
藍
駈
瀧

蚕

い
男
で
も
毫

す
れ
響

・
ら
れ
・
事
が
あ
・
。

一

難
轍
醗
懸
盤
鰹
離

■



一
女
史

に
於

て
は
此

特
徴

が
比

較
的
乏
し

く
、
女
性

固

有

の
鋭

い
直
親

が
適

度

の
感
情

ε
配
合

さ
れ

て
斜
里

的

、

に
比
較

的
簡

潔
な
形
式

を
以

て
表

現
さ
れ

て
居

る
の

に
}

戚

服
す

る
外

は
な

い
。

⑤

(目り
遥
)
u
月
評

家
く
葺

。
「
Ω
く
凶一一N塾

自
.
Z
.
く
■

二
七
九
頁

=
・O
・薯
窪

田
の
序

文
。
前
年

に
は
主

ε
し

て

¢
・
し。
・

∪
①思

寡
8
Φ
暮

o
h
巨
のげ
o
「
n
∩
三
【島
8

じd
具
。
窪

の

霊
雪
塔
…

竃
o
「5
=
身

の
9
窃

を
根

糠

こ
し

て
、
無
知

な
母
達

が
徒

}

ら
に
産
み
徒

ら
に
殺
し
て
居

る
蜜
釈
を
、

マ
ザ
ー

蛍

如
實

に
描
寫

し
て
婦
人
の
自
費
を
促

し
て
居

り
、
死
境

歌
に
…封
ず
る
所
謂
慈
善
事
業
は
…単
に
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
氣

休
め
や
暇
潰
し
た
る
に
留
ま
ら
す
、
更

に
白
痴
者
先
天

性
犯
罪
者
の
増
殖
を
躙

る
黙

に
於
て

一
般
計
會
に
饗
し

て
積
極
的

に
有
害
且
獲
麟
な
所
業

だ
蓬
痛
棒
を
下
し
て

居
る
。

後
年
で
は
.
或

一
派

の
祉
會
主
義
者
特
に
正
統

マ
ル

キ
シ
ス
ト
ε
白
相
す
る
者
が
ヤ
此
産
児
調
節

の
企
は
無

藤
者
の
生
活
を
割
に
樂

に
す
る
か
ら
却

っ
て
當
然
張
る

べ
き
痛

烈
な
階
級
闘
孚

の
到
來
を
邊
か
ら
し
め
る
ε
俗

離

鴇
.

新

マ
ル
サ

ス
主
義

に
瀾

す
る
英
語
瀧
俗
誉

解
題

じ

て
新

マ
ル
ナ

ス
主
義

に
反
撤
す

る
の

に
謝

し
、
断
乎

.し
し
て
産
児
調
節

が
今

の
無
産
者

に
ご

っ
て
叉
來

る

ぺ

.

き
砒
曾

遊
命

に
ご

つ
て
必

要
な
理
由
を

擧
げ

て
居

る
。

…
邸
無

産
者

の
無
調
節
産
児

は
自
働
勃
興

の
力

を
狭

く
愚

.

民
を
増

加

し
、
徒

ら
に
卑

屈
不
徹
底
な
裏

捌
者

ご
罷

工

破
り

ご
中
腰
者

ご
を
増
す

詐
り
、
無
産
者

の
戦
闘

力
は

決

し
て
数

の
増

加

に
正

比
例
し

て
加
は
る
も

の
で
な

い

}

事

を
主

張

し
.
併

せ
て
從

孫
の

V
ル
キ

シ
ス
ト
が
箪

に

.

パ

ソ
の
分
配

の
み
を
解
決
す

れ
ば
無
産
者

の

冨
三
。
雪
学

量

が
來

る
か
の
如

く
思

ふ
て
居

た
事

に
劃

し
、新

時
代
.

の
實

現
は

ざ
か
く
縄

濟
的

要
件

の
み
を
以

て
機
械

的
自

働
的

巳
遂
げ
得

ら

れ
る
も

の
で
な

く
、
色
食

の
二
大
懸

案
申
孰

れ
を

も
閑

却
す

る
事
は

出
來

な

い
。
將
來

の
耐

會

に
於

て
は
自
由

人

ε
し
て

}
牟
把
る
攻

の
立
場

は
愈

重

さ
.れ

な
け

れ
ば

な
ら

億
、
男

女

雨
性

の
同
格

に
し
て

…
異
.種

た
る
の
本
性

ω
。
z
舞

「身

、
か
ら
女
性

の
自
由

産
見

.
樺

の
上土
張
卸

産
児
調

節
が
將
來

の
文
明

の
櫃
軸

ε
な

る

べ
き
も

の
だ

ご
結
論

し
て
屠

る
。

あ
の

女
ら

し

い
や

さ
し

い
女
史

に
し
て
此

誘

あ
る

か

ご
驚

く
や
う
な
堂

存
た

る
も

の
で
、
評
者

は
因
襲
的
不

第
十
七
巻

(第

】
號

=
二
七
)

=
二
七

.



雑

録

新
二

亥

嚢

に
聞
す
藁

藍

馨

綴

錦
+
蓉

(第
続

【
三
δ

=
え

徹
底

な
性

激
育

の
徒
響

罵
倒
す

る
黙

に
於

て
特

に
痛

∩
・
=
・
σq。
』

。⇒
α
。昌
・
舅

・
・。
・
ご

即
.P
.
ω
.
で
知

れ
る

快

を
叫

ん
だ
・
蓋

し
情

理
を
蓋

し
且
有
益

縞

創

的
暗

響

、
彼

女
は
生

物
學

の
大

家
で
あ
り
特

に
化
石
植
物

示
に
富
む
此
書
は
、
彼
女
の
説

に
同
ず

る
ご
否
ε
を
問

學
に
桁
通
し
曾
て
は
東
京
の
小
石
川
植
物
園
に
も
来
て

は
す
、
必
讃

の
も
の
ξ
云
ふ
て
も
過
言
で
あ
る
ま
い
。

材
料
を
集

め
た
事
も
あ
り
、
日
本
紀
行
や
能

に
聞
す
る

㈹

〔・
。
量

;

隻

　

プぎ

。葺
邑

.
蜜

量

・

蓬

も
脅

、
.蓋

劇
や
詩

の
創
作
を
も
有
す
る
程
の

二
四
四
頁

趣
味

の
入

で
あ
る
.。
女
史
を
知

る
或

人

の
印
象

で
は
多

世
の
あ
ら
ゆ
る
審

奴

の
得

聾

れ
呆

で
婁

少
神
欝

な
理
禦

ぎ

い
嘉

、
斯
様
な
人
格
の
表

し
て
當
然
抱
一
べ
き
責
任
の
昆

か
ら
薙

調
節
の
必

現
は
諮

揚
ぐ
る
有
名
な
三
部
作
の
隅

・
に
迄
行
渡

つ

要
な
事
を
・
や
さ
ヒ

呵
誓

説

い
て
あ
る
.、
無
垢
の

て
居

る
様

に
、
知
ら
薯

に
も
威
曾

.る
。
米
国
で
の

庭
女
が
顔
を
赤
ら

め
る
や
う
な
性
智
識
技
巧

ほ

全
然

初
婚
は
失
敗
に
終

っ
た
が
英
国
に
戻

っ
て
性
改
革
に
於

倒
れ
て
な
.い
か
ら
、
よ
し
日
本

の
文
學
校

で
講

の
敷

け
る
同
志

=
、
号

..黒
く
。
.幽
。
自
丙
。
.
氏
ε
結
婚
し
、

科

書

に
用

ひ

て
も

別

に
差

支

へ
な

い
程

の
も

の
で
め

る

夫
妻
相
携

へ
て

①
ド

目
μ
「ヨ
。
「。
ロ
讐

菊
。
四
9

閏
。
二
。
話
β
楓

序

文
は
性
學
者

甲
冒
く
已
。
野

匹
静

蓬
経

済

學
者

=
胃
。
=

ピ
。
昌
ユ
。
一日
に

一
九

二
二

年

三
月
初

め
て

学

。
寓
。
等
Φ
『、。,

∩
o
賭

が
書

い
て
、

女

連

の

心

を

張

か
ら
し

め
る
や

う

Ω
三
〇

を
開

き
、
直
接

無
産
者

婦
人
を
相
手

に
産
児
調

重

石
が
利
か
せ
て
あ
る
。
宣
傳
者
な
ら
参
考

に
よ
む

節
の

且
鶴

的
智
識
を

並
・及
す

る
爲

に
努
力
活

動
し
て

べ
く

、

學

者

な

ら

ま

つ

讀

む

必

要

も

な

い

が

、

女

子

大
.

居

る

。

荷

一
方

℃
..
切
乙
、
⇒
庁
8

.

O
。
口
ゆ
け.
β
。
臨
く
。

国

.昏

學

に

通

ふ

て

居

る

娘

に

よ

ま

せ

る

必

要

が

あ

る
。

∩
。
局
・
.。
憂

蓋

。
一、
;

.
。
・・
.
.
・,・,

・

し

て

花

々

し

藷

壇

.

一
「

属
的
玖
o
ロ霞
8
℃
霧

の
著
書

に
陣

を
張

っ
て
宣
傳

中

で
あ

、仙

北
著
者
の
有
す
る
肩
書

§

;
建

・
　

-目
・§
.
・

サ
・
ガ
表

皮
の
重

目
重

-
-
プ

ス
童

の
そ
れ

U
。
。δ
「
監

。
量

【。
忌

・
葺

三

遷

　

・
穿

蓬

・
ご

・

比
較
し
て

特
に
英
米
の

国
情

の

叢

を
獲
見
し
得

'

「



る
黙

は
、

北
米
合
衆
國

で
は
閃

の

∩
。日
舞
o
穿

箝

口
令

あ
る
が
爲

に
前
者

は
公
刊
書

に
避
妊
技
巧

に
就

て

=
=ロ

も
云

ふ

自
由

を

有

せ
す

(
秘
密

刊
行
物

た

る

聞
p
巳
ξ
.

ご
巨
富
二
旦

は
例
外

)
、
唯
耐
會
學
的

に
取
扱

ふ
て
居

る

…

に
反

し

て
、
慣

例

を
重

ん
ず

る
「
常
識
的
英

国
」
で

は

ス

ト
ー
プ

ス
女
史

の
生
物

學
的
立
論

を
拘
束

す

る
法
律
も
.

無
く
、
後
者
は
女
史

の

U
Φ∩
昌
。団
を
傷

つ
け

諏
範

圏
内

に
於

て
自
由
無
礙

に
閨

房

の
秘
事
を
取
扱

ふ

て
居

る
亭

で
あ

る
。
揖

↓
つ
の
封

照
は
前

者

が
露
骨

な

マ
ル

ク
ス

主
義

的
色

彩
を
現

は
し

て
居

る
の
に
射

し
、
後
者

は
我

有
島
武

郎
氏

の
如

く
智
識

階
級

の

　
員

た

る
に
ふ
さ
は
.

し

い
聰
明

さ
を
以

て
階

級
意
識
を
精

々
ぼ
か
し
乍

ら
啓

蒙

事
業

に
與

っ
て
居

る
様

に
見

受
け
ら

れ

る
。

斯

様

に
し
て
前

者
の
公
刊
書

は
大
勝

ご
し

て
讐
學

に

は
無

闕
係

で
あ
る
が
、
後
者

の
作
品

に
は
既

に
世

に
認
.

め
、ら
れ
た
性
智
識

以
外

に

『
何

だ
か

さ
う
あ
b

さ
う
な

「

氣
持

の
す

る
』
種

々
の
俊
説
が
可
成

大
膳

に
述

べ
ら

れ

て
居
り
、
臨
床
讐

家
も
性
智
識

に
關
…す

る
婦
人

の
心
理

を
推
測
す

る
に
有

益
な
教
訓
を
得

る
で
あ
ら
う

ε
思
は

れ

る
事

が
多

い
の
が
且
ハ特
徴
で

あ
る
。

・
離

隔鍛

新

マ
ル
サ
ス
主
義
に
關
す

ろ
輩
ハ証
m涌
甜
恰
虚
日解
題

働

(
ド
謬

O
)

…

客

船
「
「凶a

H
」。
<
Φ
.
隼

,
.
国

匹
叶
.讐

[
○
巳

自

一
八
e
.頁

此
三

部
作

の
中

で
之

が
最

も
世
間

を
騒

が
し
た
も

の

で
、
初
版

(
一
九
一
八
年
三
刀
、以

來
版
を
改

め
る
事
九

回
、

出
版

部
敷

は

一
九

}
=

年
十
月

迄
累

計
十
六
萬

一
千
都

に
登

っ
て
居

る

諜
は
既

に
佛

、
.狽

、
蘭

、
丁
抹

、
瑞

典
語

に

め

る
。

之
迄

出
撃
。
δ
簿

HUP房

.こ
い
ふ
亘
星

は

さ
て

お
き
、
其
飲

に
性
學
的

に
何

の
見

る

べ
き
物
を

有

し
な
か

っ
π
「
品
行
方

正
人
格

高
潔

」
な
る
英
人

が
、

介
俄

に
斯

様
な
劃
世
紀
的

(
し
か
も
女
性

自
身

に
よ

っ

て
書

か

μ
た
)
貢
獄
を
得

る

に
至

っ
た
事
は

】
種

の
奇

巌

で
あ
る
が
、
此
書
が
激
烈

な
非
難

を
.受

け
乍
ら
終

に

ブ

ル
ジ
オ

ァ
英
国

の
土

下
に
行

渡

つ
た
事

は

戦

争

の

寫
し
遂

げ
に
思
想
革
命

に
於
け

る
興
味
あ

る

㎝
事
實

で

あ
る
。

巻

頭

に
英
図
派
生
理
學

の
重
鎭

切

=

しつ
窮
「団5
鵯

教

授

が
推
讃

の
僻
を
書

い
て
居

る
事
が

ま
つ
吾

人
生

物
墨
'

研
究
胡・着
の
注
目
を
惹

く
黙
。

「
若

き
夫

ε
其
他

締
…愛
結

婚

を
し
ゃ
う

こ
す

る
す

べ
て
の
人
」

の
爲

に
、
.結

婚
前

の
女
性

の
微
妙
な
、心
理

か
ら

始
め
て
、
結
婚

生
活
中

の

第
十
七
巻

〔第

一
號

=
二
九
)

　
三
九

'

●



難

維

新

マ
ル
サ

ス
主
義
に
翻

す
ゐ
英
評
通
俗
番
解
版

粥
+
七
巻

(第

}
號

[
四

〇
)

一
四

Q

女
性
心
理

セ
科
學

的

に
且

つ
慎

重
猛
撃

で
描
寫

し
、
女
一

旬

女
史

は
古

い

一
文

獄

を
引
用

し
て
、
性
交

に
際

し

性

に
於
て
特
異
な
表

現
形
式

を

ε
る
性
愛

に
關

し

て
、

當
.畢
老

中
特

に
男

の
注
意

を
或

.間
遠

な
理
想
的
概

念

に

特

に
夫

た

る

べ
き

男

性

の

理
解

同
情
を

鉦

さ
ん
ご

試
.

向

け
る
事

に

よ

っ
て

O
O
を

停
止

せ
し

め
,

し

か
も

み
、
從
來

の
無

知
の
爲

に
.起

つ
た
家

庭
悲
劇

や

ヒ
ス
・グ

健
康

に

害

無

さ

一
種

の

∩
鼻

高

器
鷲
「く葺
玩

た

る
に

リ

ー
を
減

†

る
蜘

に
、
夫

婦

の
相
互
調
整

の
必

要
を
説

.火
窪
「9
Nρ
、"
の
可
能

を
説

き
、

支

那
の
神
仙

の
秘
法

ε
.

き
、
詳
細

に
種

々
の
方

法
に
迄
説

き
及

は
し

て
め

る
。

柑

へ
ら

る

、
も

の
叉
は

道
教

の

一
部

」
説
く
厨

に
類
似

其
所

論

ほ
性

學
・二
大
慌

に
於

て
肯
定

さ
る

べ
き

も
の
で

し
た
も

の
を
述

べ
て
み

る
が
、
此

説
は
俄

に
首

肯

L
難

あ
b
、
學

者
非

學
者

の
別
無

⊆

一
議

の
必
要

が
あ

る
。

い
。

此

書

の
全

鐸
は
本

で
必
要

だ
が
、
今

迄
某

婦
人
雑

誌

し

㈲

(
一
諺

ご

…
♂く
貯
o

【、愛
器
旨
}
o
o
F

目
『
Φ
日
お
p
二
・,o
o
コ

一
部
抄

曄
を
見

た
丈

け
で
あ
る
.の
を
遺
憾

こ
す

る
、
伏

bご
蓬

μ
Ω
8

[邑

・
達

ピ
国
α
置

Hb
匿
。
P

五
六
頁
.

字

や
抄

録
は
本

書

に
ご

　
て
無

用

で
み
る
。
時
勢

は
愛

之

ほ
前

の
緬

篇

・し
し

て
既
婚

の
者

に
甥

し
て
妊

娠
調

b

っ

、
あ

る
、
聰

明
な
當
局

が
其
を
許
す

の
も
遠

き
將

節

の
注
を
説

い
た
も

の
、
但

し

サ
ン
ガ
ー
女
史

の
も

の

來

で
め

る
ま

い
、
-

程

に
概
括

が
纒

ま

っ
て
居
す

、
特

に

ペ
ッ
ナ
リ
使
用

に

著
者

の
創

見

・し
見

る

べ
き
は
、
女
性

々
慾

の
週
期
性

執
着

し
て
居

る
嫌

が
め
る
。
巻

末

に
附

録

`
し
て
彼
女

の
事
で
曲

線

二
圓

を
添

へ
て
説
明

し
て
あ

る
。
之
は
引

、
の

司
冨

寓
。
子
袋
、凱
Ω
一三
。
の
雁
皮

が
あ
る
が
、

注
目

に

例

の
内
容

が
不

明

だ
か
ら

一
の

u。
ロ
韻
①
窪
。
口

こ
し
て

値

ひ
す

る
。

直
言
す

る
な
ら
ば
、
、此

三
部

作

の
中

で
護

参
考

迄

に
知
り
置

く

べ
き
も

の
で
英
人

の
問
丈

に
て
も

み

こ
た

へ
す

る
黙

に
於

て
は
㈲
の
㈲

の
順
序

で
あ
b
、

　
般

に
適
用

さ

る
る
か
は
疑

し
く
、
ま
し

て
環
境
要
件

「
の
已
ξ

蟹
巳
【雪

【2

を
讀

ん
だ
上
な
ら
ば

、
之

は
寧

ろ

を
異

に
す

る
我
邦

の
女
性

に
県
連

逓
用
し
得

べ
き
説
で

省
く

も
可

で
あ
ら
う
。
.

あ
る
ま

い
。

因

み
に
本
書

は

口
国
乱
σ
o
o
オ
∂
「
国
「けゴ
∩
o巨
「2

症
銘



画

魁

.

が
あ

る
爲

に
.
脚
継
遇
敏

な
當
属

の
早

わ
か
り
す

る
所

ざ
な
り
、
書
店

に
「
懇

談
的
」
に
命

じ

て
輸

入
禁
止
し
た

ε
傳

へ
ら

れ
て
居

る
が
、
左

程
騒
ぐ
程

の
も
の
ど
も
解

繹
致

し
兼

る
。

の

(お
ゆ
9

中
和
巴
町
葺

竃
o
子
。「8
0
」
■
跨

劇
oo
障

♂
h

匪
O
器

≦
げ
O
碧
Φ
∩
「舞
斤目一両

岡
三
口
話
'
U
O
口
α
O
P

二
[二

六
頁

.

若

い
夫

達

や
將
來

の
人
間

を
創
造

し

て
居

る
人

々
の

爲

に
記

さ
れ

た
も

の
。
適
當

の
時
を
攫

み
進

ん
で
子
を

設

け
や
う

こ
す

る
夫
婦

の
問

題
を
取
扱

ふ
て
、
貞
淑

な

女

の
感
情

を
傷

つ
け

る
事
も
無

く
て
、
.充

分
斜
里
的

に

卒

直
な
記

載
が
し

て
あ

る
。

三
、
其
他

の
㎜早
、行
本

⑤

(一鱈

ご

"
目
印

∩
o
疑
団

、。
「
空

「①三
8
a

■
り
○
ヨ

8

英
国

方
立
出
産
率
調
査

幹
}世
の2

号

受
。p
冨

蜜

【互

巴

里
『ヨ

閑
p醐6
∩
.、巳
、畠

いぎ

)
盲
ヨ
窃

記
p
「9
昌

σ
の
編

輯
し

た
論

策
集

で
出

産
率
減
退

ε
産
児

調
節

に
聞

し
て
英
國

常
代

の
學

界
宗
敏
界
政
界

の
大
家

の
腹
藏

無

い
意
見

が

網
羅

し
て
あ
る

、
新

マ
ル
サ

ス
主
義

に
封

ず

る
世
瑚

の

「

態
度

の
鳥

瞰
圖

こ
し
て
頗

る
興
味

が
深

い
。
執
筆
者

の

雑

録

漸
マ
ル
サ
ス
主
義
に
關
…す
み
英
甑…通
俗
書
解
題

面

々
を
列
翠
す

れ
ば

、

科
學

大
系

〔↓
冨

O
塁

曽
①
o
、

ω
∩寄
寓
∩。
)
ざ

い
ふ
通
俗

書

で
我
邦

に
馴
染

の
深

い
生
物

學
君

、
牢
亀

田

♪
喜

彗

目
ぎ
臼
。。。浸
、
王
立
科
學
協
愈

々
員

【、若
い

目
。o
富
a

田
一F
、
耐

秘
主
義

の
.牧

師

じ
留
口

ぎ
σq
ρ

経

濟
學
者

で

且

国
ロ
5
σ∈
讐

】盆
<
8
≦

の
主
筆

だ

る
、

ン
身

固註
δ
征

∩
。
ぢ

女
醤
蝦
者

o
「.
§

曼

ω
。冨
膏
ρ
、通

俗
小
説

で
有
名
な

oQ
マ

男
達
臼

田
pσq

魁
置

宗

敏
家
側

に
は
碕

二
人

}奇
く
・〉
・
国
・
O
国
冥
【9
閃
。く
・
閏
・国

鍵
①
莞
「・
そ
れ
か
ら
前
述

の

U
h.

寓
ρ
骨

ω
8
究
ω

ご
都

合
九

大
家

の
顔

揃
ひ

で
あ
る
。

画

しq
口葺
。匿

巳

曽
調
巴
一三
超

O
や
罫

P

(
δ
圏
)

N
国
富
ず

∩
○
葺
δ
一.
》

ω
冨
春
日
①耳

o
h
∩
げ
ユ
簿
ド
=

U
o
9
二
昌
O

お

巴
霧
け
チ
。
乞
8
ヨ
巴
昏
⊆
ω「雪
ω
」
「。
&

8
.

一大
Q
頁

讐
學
看

で
あ

る
丈

、
所
論

の
表

現
形
式
は
中

々
整

然

ε
し
て
居

る
。
先

づ

マ
ル
ナ

ス
主
藷

の
人

口
の
等
比
級

敷

的
増

加

ε
食
物

の
等
差
級
数

的
増

加
こ

い
ふ
基
礎
命

題

が
實

際
成
立

し
な

い
事
を

立
讃
す

る
筒

に
、
例
を
第

一
、

ス
エ
ズ
運
河
地

帯
で

一
九

〇

「
年

よ
b

+
年
間

に

行

ふ
た
衛
生
施

設

の
爲
に
死
亡
率
が
千

分
三

〇

・
二

か

ら

…
九

.六
迄

低
下

し
た

が
之
ご
同
塒

に
、
出
簾
牽

が
低

第
十
七
巻

(第
】
號

}
四
ご

'
一
四

一
.

、

■



㌔

'

6

雑

録

新

マ
.ル
サ
み
主
義
に
閲
す

ろ
英
語
通
俗
書
解
題

「

下

し
て
全

人
口

に
は
何

の
著

し

い
攣

化
も
起
ら

な
か

っ

た
、
而
し

て
回
教
徒

は

コ
ー
ラ

ン
に
よ

っ
て
妊

娠
調
節

を
嚴

禁

さ
れ
て
居

る
か
ら
此

現
象

は
人

工
的
避

妊

に
よ

る
も

の
で

な

い
ご
主

張

し
て
居

る
、

次

に
鎖
国
日
本

も

其
例

で
、

明
治
維
新
前

.
七

二
三

一

一
八
四
六
年

の
間
一

'
ば
人

口
は
常

に
二
千
六

百
敷

萬
を
数

へ
て
攣
ら

な

か

っ
.

た
、
斯
様

な
期
間

に
於

て
日
本
人
が
他

の
半
開
八

ε
同

じ
一
殺
見

に
よ
る
調
節

を
行

ふ
て
居

り
、
其

後
交

明
國

一

ざ
な

っ
た
爲

に
其

蟹
行
.ゲ
塵

し
た
爲

に
現
今

の
大
膨
脹

を
来

し
た

ξ
は
、
我

々
英
國

人

の
想

像
す

る
事
も

不
可

能

な
「
ゐ
b
得

べ
か
ら

ね
」
事
で
あ

る
ご
述

べ
て
居

る
。

新
標

な
引
例

か
ら
始

め
て
、
事
細

か

し
い
椙
關

々
係

数

の
表

ε
数

字
を
列

べ
た
て

、
、
出
産

率

ε
死
　し
牽

ε

の
劇
に
明
確
な
相
關

々
係

ぱ
無

く
、
各

々

「
別

々
に
食

物

に
關

係

し
て
居

る
詐
り
」

で

マ
ル
サ
ス
主
義

者

の
所

論

ご
實
際

ご
は
違

ふ
`
力
説

し
て
あ

る
。

其

か
ら
後
種

々
著
者
自
身

の
信
ず

る

「
確

讃
」

を
塞
.

げ
て
.
結

局
避
妊

は

「
貴

い
カ
ト
リ

ッ
ク
敏

會

の
御

激

へ
」

に
背

く
行
爲

で

め
る

ご
断
案

を
下

し
て
め

る
。
但

し
評
者

に
は
其
噺
案

に
至

る
迄

の
論

理
が
ご」
う
し

て
も

第
十
七
巻

(第

一
.號

一
四
二
)
.

一四
二

著
者

の
信
ず

る
が
如

く
に
辿

る
事
が
出
家

ぬ
。

そ
れ
は

無

論
計
者

の
頭

の
悪

い
せ
い
も
あ

る
が
、

一
般

に
宗
敏

に
堅
凝
り

の
論
者

の
獅

ε
し

て
、
論

理
の
中
程

で
行

詰

ま

る
ε
屹

度

「
紳

の
偉

い
敏
」

が
飛
出
し
.て
來

て
助
け

舟

に
な
b
、
そ

れ
で
自

分
は

さ

つ
さ
ご
難
關
を
突

破

し

て
断
案
に
到
達
す
る
を
常
ε
す
る
.
不
信
.暑

に
は
此

奇
蹟
の
助
け
舟
も
役

に
立

み

か
ら
、
や
む
を
得
す
逆

戻

り
し
て
無
縁

の
衆

生

・篭
諦

め
て
引

下

る
外
は

な

い
。

之
は

「
神

の
建

て
給

ふ
た
尊

い
カ
ト
リ

ノ
ク
激
會
擁

護

」
の

一
著
述

で
あ

る
が
、
少

し
意

鐸
を
試
み

て
聯
を

○
○
○
○

に
、
又
漱
會

を
国
家

ε
云
ひ
直

せ
ば

、
満
更

我

々
日
本

人
に
没

交
渉

な
議

論

で
も
な

さ
う
だ
か
、b
、

今
代

に
稀
な
少
数

意
見

ε
し
て
.
且

又
信

仰
、恥
理
研
究

の

一
資

料

ε
し
で
、
暇

の
あ

る
経
済
學
研

究
者

が
讀

ま

れ
る
も
よ

か
う

フ

殊

に

一
般
學

界

ε
没
交
渉

な

ヵ
ト

リ

ソ
ク
系

聾
者

の
文
献

を
探

る
に
も
多
少

の
便
宜

は
得

ら
れ

る
、
文
無闘
流
　
の

フ
討
「写
しD
げo
唱
①』。
女
由
仇ゆ旦
.傳
一振
の
花

一
・
し
・
の
・
此
著
誘

憤
慨
晃

ち
・
記
述
…

つ
て

　
其
側
面
親

を
伺
ひ
知

れ
る
。

一
言
で
評
す

れ
ば
、
素

人

一
が
諮
・
ば
蕎

・
揚

釣
釜

馨

し
愈

ひ
、
黒
人

「



O

が
よ

め
ば

こ
け

お
ご
か
し

の
詭

辯

ε
感

じ
る
書

物
。

ゆ

殉
。
げ
諺

。
昌

≦

=
【彗

7

レ
臼
.
∪

.
葛

罵

)

目

撃

野

∩
o
耳

巨

o
「
節

印
H」
冒

膏

【一8

9

0
穿

℃
巨

叩

H
o
呼

団
F

ワ
「ωミ

<
O
ユ
凶■
二
五
入
.真

北
著
者

は
讐
師

で
性
的

啓
蒙
運
動

に
も
頗

る
熱

一6

な

人
、
通
俗
書

の
著
述

も
多

く
我

日
本

の
性
的

費
丈
業

者

に
よ

っ
て
其
或
者

は
既

に
紹

介

さ
れ
て
居

る
、
英
語

の

み

に
よ

っ
て
性
學

一
般

に
通
じ

や
う

ε
試

み

る
難
境
.は

お
察

し
す

お
が
、
此
人
を

大
家

エ
リ

ス
に
続

く
腿

節

ε

な
す

は
不
穏

當

で
.め
ら
う
。

撫
北
本

は
米
国

の
出
版

法
(
○
σ
円
自
陣
団
>
6
【)
に
嬲

れ

阻
範

園
内
で
、

一
般
民
衆

に
あ

て

、
妊
娠
調
節

が
必
要

で
あ
b
決

し

て
反

自
然

の
非
行

で
な

い
事
を
力
説

し

た

も
の
、
木
版

識
で
色

々
無
知

の
結

果
の
悲
劇

を
示

し

陀

な
ご

、

ア
メ
リ
カ
式

の
田
舎
臭

い
所

が
本

の
鵤

裁

に
現

れ

て
居

る
,
今

か
ら

七
八
年
前

な
ら
非
常

に
適
切
な
本

で
あ

っ
た
ら

う
が
、
併
.

今
日
新

し

い
本

ご
比
較
す

れ

ば
通

俗
書

ε
し
て
多
少

の
光

が
薄
ら

い
だ
が
、
専

門
性

學

者
以
外

の
人

が
讀

ん
で
損

の
行
く

も

の
で
は
あ

る
ま

い

。

雑

録

新

マ
ル
翌
ス
主
義
に
關
す

ろ
英
語
遇
俗
書
解
題

叫

!～
一
=
{ψ

≦

.
乞
.

(お
p
ご

唖

タ
、。亀

a

、
巨
。く
Φ

。
㌧

剛謡
¢
「「芥
α

守
【彿
o
「蜜
.
目
o
β
α
o
p
.
一
入
四
頁

北

本
は
前
述

の

ス
ト
ー
プ

ス
女
皮

の
著
述

の
普
及

に

野
抗

し

て
.
其
中

の
論

黙
に
種

々
論

難

を
加

へ
た
も

の

で
、
著
者
は

可
成

謹
書
家
ら

し

い
こ
ご
は
、
引
用

書
目

で
推
察
す

る
が
矢

張
り
特

に
生
物
墨
・的
訓
練
を
受

け

π

人

で
は
な

し
.
讀

め
ば
わ

か
る
通

り
、
.濠

洲
議
會

の

[

員

ε
し
て
十
厳

年
政

界

に
あ

っ
た
ピ

口
上
が

め
る

か
ら

　
愛
国

の
志
⊥
⊥
」
に
し

て
大
英
.帝
國

の
前
途

を
憂

ひ
た
も

の
で

め
ら
う

が
、
表

題

が

.自

p
三
巴

ピ
o
く
o
、-
を
も
ち

つ
、

た
所

が
感
心

し
な

い
。
其

所
論

を
個
條
書

に
す

る

ξ

一
、

ス
ト

ー
プ
ス
女
史
は
迎
撃
博
士

(U
「.
ω
ρ
)
で

あ
b
書
學

士

(
客
・
U
・)
で
な

い
癖

に
替
學
上

の
問
題
を

云

々
す

る
の
は
不

屑
で
あ
る
。

(さ
う
い
ふ
當
人
が
元
議
員
の

癖
に
出
し
や
ば
み
の
も
論
理
が
あ
ひ
籠
る
。
評
者
で
も
生
物
學
研
究
な
や

ろ
理
學
士
の
癖
に
馨
學
博
士
醤
學
土
の
領
分
に
倹
入
す
ろ
.の
に
生
意
氣
だ

ミ

日
本
の
衆
議
院
議
員
や
白
帯
愛
国
者
か
ら
魯
叱
り
か
受
σ
さ
う
な
氣

が
す
る
)。

二
、
無
差
別

に
避
妊
智
識

の
普
及
を
試
み
る
は
有
害

で
あ

る
。
よ
し
避
妊
の
必
要
な
場
合
皆
も
夫

々
適
當
な

第
十
七
巻

(第

】
號

一
四
三
)

「
四
三

■



'

O

雑

録

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
生
誕
二
百
年
記
念
會
記
事

専
門
麟

師
の
指

導
が
あ

る
か
ら

、
生
物
學

者

の
干
渉

は

無
用

で
あ

る
。

三
、

邦
家

特

に
大
英

帝
國

の
爲

に
賢

明
に
し
て
健

全

な
見

を
設
く

る
は
必
要

で
あ

る
。

要
す

る
所

.
北
本

は

ス
ト
ー
ブ

ス
女

史

の
著

書

の
普

及

に
謝

し
て
徒
ら

に

k

ス
プ
リ
ー
的

に
恐
れ
を
な

し

た

守
儀

士
⊥義
者

が
揚
足

取
を
す

る
.爲

に
書

か

れ

把

も

の

で
、
暇
潰

し
に
讀

む
程

の
償
値

も
無

い
愚
書

で
あ
る
。

そ
し
て
働
の
如

く
眞

正
面

か
ら
新

マ
ル
サ

ス
主
義

を

叩

き

こ
わ

さ
う

蓬
試

み
る
程

の
螢

勇
も
無
く

、
左
顧

看

視

頗

る
不
徹
底

な

イ

ヤ
ミ
ざ
泣

吉
口
に
み
ち

て
居

る
研
…に

現
.

代
.英

国

の
世
態
を
窺

ふ
事
が
出
来

る
。

切

9

ぎ

旨
.
団
.
(一
調

一
)
"
ω
Φ
釜

箪
ω
幕

コ
8

器

書
風

①
ユ

8
夢
O
∩
o
暮
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〇
h
謡
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睾
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OO
9
ピ
9
託
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六
〇
頁
一

之
も

ス
ト
ー
プ

ス
読
反
封

ε
看
板
を

め
げ
た
所
は

11

の
分
身

ε
思
は
れ

る
程

よ
く
似

て
居

て
、
同
様

に
天

下

の
愚
書

の

一
、
名
前
丈
新

し
く
人
を
釣

り
込

み
、
下

ら

ぬ
内
容

で
呆
れ

さ
す
所
は
我
邦
性

研
究

の
著
沈
～の
或

も

の

に
よ
く
似

て
居

る
。

*

*

*

契

*

*

第

+
七
巻

(第

一
號

↓
四
四
)

一
四
四

一
般

に
新

マ
ル
サ
ス
主

義
を
非

ε
す

る
近
刊
著
述
を

特

に
探

し
て
も
,
斯
懐
な

下
ら

諏
も
の
し

か
得
ら

れ

臆

の
は

、
蓋

し
種

々
學
界
俗

界
の
興
味
あ

る
墾
遷

を
示
す

も

の
ご
解
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

「


